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次号予告　　64 巻　8号 ヘッドライン　：　生物発光と化学発光

　2012 年 8 月の中央教育審議会の答申で，次期学習指導要領の改訂の 1つのキーワー
ドに取り上げられてから，「アクティブ・ラーニング」という語をよく耳にするように
なった。今回のフォーラムでは，この語の意味するところ，また敢えて今，取り上げら
れるようになった経緯について共通理解を図るとともに，理科の教科書ではアクティ
ブ・ラーニングをどのように取り入れ，どのような対応が考えられているのか（いくの
か），またすでにこの取り組みをしている実践者から報告をしてもらい，中等教育から
高等教育までも含めて，教育現場での今後の可能性と方向性を探っていきたい。

ヘッドラインテーマ： 第 23回化学教育フォーラム 
「化学教育におけるアクティブ・ラーニング」

　2015 年に開学 50 周年を迎えた金沢工業大学は，石川県野々市市扇が丘にメイン
キャンパスを擁しています。打放しコンクリートを主体とする調和の取れた建物群
は，建築家の大谷幸夫氏（故人）の設計によるもので，1982 年には写真の北校地
全体が日本建築学会賞（作品）を受賞しています。シンボルタワーである 12 階建
てのライブラリーセンターは蔵書数 56 万冊を誇り，アイザック・ニュートン『プ
リンキピア』の初版本など科学的大発見を最初に記した稀覯書を多数所蔵していま
す。金沢工業大学は建物群の充実とあいまって教育・研究の裾野を広げ，2008 年
には応用化学科と応用バイオ学科の 2学科からなるバイオ・化学部が創設され，現
在，7,000 人を超える学生が集う 4学部 14 学科の理工系総合大学となっています。

表紙の言葉　金沢工業大学扇が丘キャンパス


